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その年の収穫を神様に奉告し感謝する祭りです。「烏喰の儀」や「韓神舞」が行われます。

新
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嘗祭

※掲載されている写真等の無断転載はご遠慮ください。新
にいなめさい
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皆さんこんにちは。職業奉仕について少しふれてみたいと思います。

1905 年 2月 23日木曜日の夜、ポール・ハリスとその顧客であり、石炭の商売をしていたシル
ベスター・シールが一緒に食事をし、その席でポール・ハリスが知的職業人の為の新しいクラ
ブの構想について説明し、そうした人々に社会的な目的のために団結するだけではなく、お互
い実質的に助け合うのだと説明しました。会員一人一人が、それぞれ自己の特定な仕事、職業
を一人で代表することにユニークな利点があるのだとポール・ハリスは述べました。ポール・
ハリスが強調したことは、入会した会員は自然に友達となり、仕事上の知り合いにもなり、そ
の結果互いに公正な取引をして互いの信頼感を深められるということです。所謂相互扶助の考
えであります。二人が意気投合した後、鉱山技師のガスターバス・ローアと洋服商のハイラム・
ショーレイと会って新しいクラブの主旨を説明しお互いの認識を深めロータリーが始まったわ
けです。従ってロータリーはなんとなく出来上がったのではなく、世の中で成功した孤独な 4
人の人間が、独自の交友を求め、交友は勿論のこと、単純な相互取引という手段を通じて各会
員がお互いに大きな利益にあずかれるようなグループを作ったのでした。これが 1業種 1人の
会員制度の所以です。ロータリーの歴史の中で色々議論されてきましたが、ロータリーの目的
の中で強調されている職業奉仕観、そして、言行はこれに照らしてからで始まる四つのテスト
が職業奉仕を考える基本だと思います。そしてこの職業奉仕こそがロータリー活動の原点だと
思います。

次にロータリー米山奨学会について少しふれさせて頂きます。� �
実はガバナーノミニーに指名され色々な会に出席し勉強するまで、米山奨学会の実態をあまり
知らなかったのが、申し訳ないことですが、事実であります。� �
しかし、少しずつ実態を理解する段階で、凄い組織が世界で凄いことをやっていることが分かっ
てきました。奨学金を付与し支援することによって、奨学生と卒業生達が日本を理解し、母国
と日本に平和と理解の懸け橋を作ってくれる、正に日本ロータリーの奉仕事業だということが
理解できたわけであります。卒業後日本で就職する人、母国に帰り就職する人さまざまですが、
どちらにしても日本の言葉をはじめ、文化・慣習を世界の新世代の人達に広めてくれ、次世代
の相互理解の伝道師になってくれています。私もガバナー賞の一つのチャレンジ目標を米山奨
学会についてあげさせて頂きました。会長・幹事・会員の皆さん宜しくお願いします。

Let’s walk powerfully as much as we can on a Busy Road. 

ガバナーメッセージ

ガバナー 近藤 雄亮

米山奨学委員会、春の研修会　愛知牧場にて
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本年度はクラブの職業奉仕委員会活動について述べさせていただきます。

まず、職業奉仕とは？に対する一般的な回答は「職業を通して社会に奉
仕しそして社会を良くしていくこと」ということだと言われています。しか
し、これでは職業で何をすれば職業奉仕になるのかがわかりません。易し
く言うと職業奉仕とは自分の職業を一生懸命にやることなのです。そして、
顧客、従業員、取引先などの人たちに満足を与えることなのです。

職業奉仕月間に当たって委員長さんはどのようにすれば会員の方々に「職業奉仕」をわかってもらうこ
とができるのか？と頭を悩ませているのではないかと思います。

まず、第一は「卓話」だと思います。私もいくつかのクラブで卓話をさせていただいて思ったのですが、
地区職業奉仕委員会のメンバーは皆さんのクラブやメンバーの方々についてあまり知らずに「卓話」をし
ます。よってクラブ委員長さんが話してほしいと思われるような卓話をすることは難しいことだと毎回痛
感させられます。

委員長さんの方が当然クラブの事をよく知り、何を話せばよいかを知っていられると思います。よって
本当は「このことを職業奉仕の卓話で会員の皆さんに伝えよう」と決められたことを「卓話」を通して委
員長さん自身が話されることが一番クラブのためになると思います。

当委員会としては委員長さん方がこのような「卓話」をされるときの資料などをご紹介して「卓話」の
お手伝いをさせていただきたいと思います。

また、会議でお渡しした本をお読みいただきご参考にしていただくこともよいことだと思います。

また、職場例会、優良従業員表彰などもなされていると思います。

職場例会についても、委員長さんが良いと判断された職場 ( 顧客に満足感を与えている職場 )を訪問
されることが一番だと思います。そのような企業は当然、倫理感は高く、より良い企業だと思うからです。
こういう企業を訪問し、そこで例会をすれば会員の皆さんも目で見ていろいろなことを学べると思います。

優良従業員表彰でもやはりある程度の基準を設けることが大切だと思います。

委員長さんたちがいろいろなことを熟慮しながら職業奉仕委員会活動をしていくことにより、クラブの
会員さんの職業の倫理感を高め、そしてそれが枝葉のように社会に広がって行き、より良い社会を築くこ
とができるのではないかと思います。

職業奉仕月間について
地区職業奉仕委員会　委員長　早川 和男

職業奉仕月間

ＲＩ２７６０地区職業奉仕委員会では、職業奉仕を分かり易く解説した冊子を作成いたしました。前
委員長の卓話をもとに内容をまとめたもので、１０月の職業奉仕月間に、新会員のオリエンテーショ
ンにお役立て下さい。１０冊単位で、地区職業奉仕委員会まで、お申し込みください。

≪内容≫
Ⅰ　職業奉仕は顧客満足度を上げるサービスと考える
Ⅱ　職業奉仕と社会奉仕
Ⅲ　ロータリーの綱領と職業奉仕

Ⅳ　ロータリーの職業倫理
Ⅴ　奉仕か親睦か
Ⅵ　職業奉仕とは

冊子　『超入門　職業奉仕の入口』のご案内

職業奉仕委員会
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日頃は米山奨学事業に対しまして、大変暖かいご理解とご協力、ご
支援を賜り厚く御礼申し上げます。現在までに126ケ国と地域から、
18、223人の米山奨学生を全国でお世話いただき御礼申し上げます。

米山記念奨学会とは、1952年　日本で最初のロータリークラブを
創立した米山梅吉氏の功績を記念して、東京ロータリークラブが米山
奨学制度を設立し、翌年　米山基金として募集を開始、1957年 9月
に日本国内全クラブの合同事業としてロータリー米山記念奨学委員会が結成され全国組織となりま
した。その後　月にタバコ　一箱を節約してを合言葉に寄付金を募る運動がスタートしたと言うこ
とであります。

優秀な外国人留学生を支援し、世界平和の創造と維持に貢献し、将来世界を　日本を結ぶ懸け
橋として、経済的支援だけではなく、精神面でも支えながら、心のケアに配慮されているのが、世
話クラブ、カウンセラー制度の特徴であります。私が望むことは、奨学生に対しカウンセラーは特
別な存在でありますが、カウンセラー同様クラブメンバー全員が日本の父であり母であって欲しい
と思います。この米山奨学事業は、日本のロータリーアンとして大いに胸を張って誇れる国際親善
と世界平和の事業であると思います。事業創立から６０年の歳月がながれましたが、民間外交とし
て世界に平和の種子を蒔くという米山奨学事業の使命は一貫して変わっていません。　残念な事に
近年ロータリアンが10万人から8万8千人にまで減少、これに伴ない皆様からの愛の浄財も減少
しています。昨年までは年間約800人の奨学生を全国で支援して参りましたが、今年度からは約
700人に減りました、とても残念なことだと思います。今年度当地区では３７名の奨学生を各クラ
ブにてお世話頂いております。

そこで皆様にお願いする事は、この米山事業を継続するに当たり、一人平均２万円が必要となり
ます。米山奨学事業は皆様の寄付によって支えられています、ロータリアン皆様のご協力をお願い
致します。一人平均2万円を達成したクラブはガバナー賞の対象にもなります。

月間米山によせて
地区米山奨学委員会　委員長　伊藤 敦夫

米山月間

2014 年 9月 12 日発行 
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会

今月のトピックス
・寄付金速報　― 10 月の米山月間に向けて ―　　
・理事会・評議員会開催報告 ― 役員改選で新理事長就任 ―
・ロータリーデーＢＢＱ大会を開催【第 2790 地区学友会】
・まもなく米山月間資料がクラブに到着します！
【おしらせ】　 海外米山学友会総会【韓国・台湾】日程のご案内 
全文はこちらよりご覧ください ▶ http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight174_pdf.pdf
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8月7日近藤ガバナーと髙須地区幹事をお迎え致しました。情熱あるガバナーの卓話は、心に残るロータリー
体験を語ることの大切さが心にしみました。

例会後、「地域に根付いた奉仕活動とは」のテーマで討論しました。奉仕活動の中で、国際奉仕が例えに上がり、
単に井戸を作って贈呈しポンプが壊れたら終わりと言う寄付の仕方ではなく、井戸の作り方、ポンプの設置の
仕方を教える。マラリア対策の蚊帳がすぐに穴があくので、蚊帳の作り方を教える。寄付等して終わりでなく、
雇用を生み出し、継続できる社会、その地域で自立して生活できる社会づくりを目指す方向に奉仕した方が良
い等議論が進み、予定時間は３０分でしたが、若干時間を延長してしまうほどでした。近藤ガバナー　髙須地
区幹事ありがとうございました。

ガバナー公式訪問報告 2014 年 8 月 7 日㈭  開催分

東知多ロータリークラブ

名古屋葵ロータリークラブ

報告者

報告者

開催日

開催日

会長　山本 さゆり

幹事　野村 尚史

2014 年 8 月 7 日 ㈭

2014 年 8 月 7 日 ㈭

７月７日（木）にお忙しい中　近藤ガバナー、髙須地区幹事に当クラブにお越しいただきました。当クラブ単独でのガ
バナー訪問はなかなか気概がないため、会員も期待と緊張の中でお迎えいたしました。
例会の中、また例会前後の懇談会の中で、近藤ガバナーからはロータリーとは何か、そしてこれからの当クラブに期待

されることを気さくにお話しいただきました。
はじめに、次年度ガバナー補佐を推薦させていただくことについて、クラブにとってはよい機会であり、またそのために

会員増強をと励ましのお言葉をいただきました。
続いて、ロータリーの原点からどのようにロータリーが発展してきたのかというお話をいただきました。設立当初のポー

ルハリスの思いとそこから出てきた「親睦と互恵」という考え方があったこと。発展期には友情と奉仕の理念が提唱された
こと。円熟期となって寛容の精神、倫理・高潔さが大切にされ、その中でロータリーソングが作られてきたことなどお話し
いただきました。また、現在のロータリーの様々な考え方や事業、例えば超我の奉仕や四つのテストなどがいつ、どのよう
に生まれてきたのかやロータリー財団、ＲＹＬＡ，ＩＡＣ，ＲＡＣ等外への奉仕がどのように拡大してきたのかというお話も
してくださいました。そして、現在Ｅクラブや米山だけのクラブなど様々なロー
タリーの器ができる中、しかしロータリーの精神は変わらないことを会員にお
伝えいただきました。
その他、ポリオ撲滅に向けての取り組み、青少年育成についても教えていた

だきました。さらに、地区としてＷＦＦの活動を通して、一般への認知を広げ
る広報活動を推進されていること、運営として縦割りの委員会が協力して運営
をする形をとっていることなどをご説明いただき、クラブでもこうした活動の
方法を積極的に取り入れていってほしいというアドバイスをいただきました。
その後、会員との様々な情報交換、質問タイムなどもとっていただき、和

やかな中にも非常に有意義な時間を過ごすことができました。
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ガバナー公式訪問報告

知多ロータリークラブ

豊田三好ロータリークラブ

報告者開催日

開催日

会長　永井 喜義2014 年 8 月 18 日 ㈪

2014 年 8 月 18 日 ㈪

８月１８日、当クラブの例会場にて、近藤がバナーと髙須地区幹事をお迎えしてガバナー公式訪問を開催いた
しました。例会に先立ち懇談会が行われ、様々な意見交換やご指導を賜ることができました。例会では、ＲＩ
会長方針のお話しや国際大会のお話しなど、貴重なお話しをうかがいました。例会終了後に「親睦」について
の討論会も行いました。会員からは近藤ガバナーへ、親睦だけではなく少人数クラブの運営の仕方など様々な
質問があり、それに対し一つ一つ丁寧に回答をいただきました。短い時間ではございましたが、ガバナーから
直接いろいろな指導を賜ることができ、会員一同大変充実した時間となりました。ありがとうございました。

2014年 8月18日（月）みよし市保田ヶ池センター2Fに
於いて、国際ロータリー2760地区近藤ガバナーの公式訪
問が行われました。例年、豊田西ロータリークラブとの合
同で行われていましたが、本年度は単独での公式訪問とな
りました。

当日は、国際ロータリー2760地区近藤ガバナー、髙須地
区幹事にご出席いただき、午後6時から45分和やかな懇
談会が行われ、当クラブ会長による一年間のクラブ方針説
明後、評価並びにご指導をいただきました。

そして、午後6時 45分に会場を移動し食事終了後、例会
セレモニーを行い、近藤ガバナーの卓話を40分聞かせて
いただき、近藤ガバナーの方針をメンバー皆様に落とし込
みをしていただきました。

今回の例会は出席率も高く、充実した意義ある公式訪問と
なりました。

2014 年 8 月 18 日㈪ 〜 9 月 5 日㈮  開催分

報告者 会長　鬼頭 伸和／幹事　伊藤 隆守
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ガバナー公式訪問報告

名古屋千種ロータリークラブ

名古屋名南ロータリークラブ

報告者

報告者

開催日

開催日

幹事　小林 英毅

幹事　児島 徳和

2014 年 8 月 19 日 ㈫

2014 年 8 月 19 日 ㈫

8月19日　近藤雄亮ガバナー　髙須洋志地区幹事をお迎えして 懇談会並び例会を開催致しました。懇談
会ではガバナーのご趣味の化石の話から「生命の起源」、また若かりし頃のお酒にまつわる武勇伝等、和気あ
いあいの雰囲気で始まり、東日本大震災の遺児を応援する「希望の風奨学金」への協力を依頼されました。

例会では、ガバナーとしてのアメリカでの講習会、国際協議会での経験談等ユーモアを交えたお話を拝聴し
ました。ロータリーは感動が無くては始まらない、またロータリー青少年の活動に対して今以上に積極的に応
援して欲しいこと等強調されました。ガバナーのロータリーに対する思い入れに感銘し、充実した1日となり
ました。

ありがとうございました。

８月１９日火曜日近藤雄亮ガバナー、髙須洋志地区幹事をお招きし、懇談会のあと例会にて卓話でお話
を頂きました。近藤ガバナーは自己紹介を交えながら、ガバナーになられた経緯やガバナーとは何だろ
うという原点から模索され、その結果として地区内８４クラブ全訪問と言う答えを導き出されたとお話
ありました。またガバナーになるための講習や国際協議会を通して、ロータリーは何たるやを掴みとられ、
それを以って自分の方針・行動指針の作成されたことは、今年度のガバナー方針を見れば十分納得さ
せられます。また国際協議会でのRI 会長の
講演は、クラブ計画書には載っていない話
があり、３つのH①HAND―手を差し伸べ
ましょう②HEAD－頭を使ってビジネスに
対処しましょう③HEART－WEBの時代で
はあるが、FACE　TO　FACE、心と心が向
き合って話さなければロータリーではない、
などRI 会長の思いもお話頂けました。短い
時間でしたが、大変勉強になるお話を頂き、
感謝申し上げると共に報告させて頂きます。
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ガバナー公式訪問報告

豊橋東ロータリークラブ

名古屋東山ロータリークラブ

報告者

報告者

開催日

開催日

会長　渡邊 茂

会長　渡邊 萬里

2014 年 8 月 20 日 ㈬

2014 年 8 月 21 日 ㈭

｛懇談会｝…
出 席 者；近藤雄亮ガバナー、髙須洋志地区幹事…
渡邊茂会長、西崇秀幹事、川西裕康会長エレクト、安田直樹副幹事

近藤ガバナー、髙須地区幹事より挨拶を頂き、意見・質問の動議がありました。

本年度の当クラブの社会奉仕事業の説明をした後、地区補助金について、社会奉仕事業は対外的事業が主
体であり、継続することでロータリーのPRにもなること。対象とする一般市民は、継続することを期待してい
ることから、是非地区補助金について、継続事業も対象として欲しい旨の要請をしました。

近藤ガバナーから、WFFへの積極的な参加要請、会員増強等ガバナー賞へのエントリー要請があり、和や
かな懇談会でした。

｛例会；卓話｝

本年は特に全クラブの単独訪問を行うこと、ガバナー研修、国際協
議会への出席状況のお話があり、ロータリー活動への積極的な活動を
示唆された。本年度は特に、１１月１日から３日に開催されるWFFへ
の出席、特に１１月３日はロータリーデーとして、他地区からの参加も
あり是非多くの会員の参加を希望された。当クラブの社会奉仕事業に
ついても賛同頂き、対外的にロータリーをPRするよう要請されました。

会長幹事懇談会では、すでに訪問を終えられた他ＲＣの様子を伺い、当ＲＣの現状を説明いたしました。会費、
経費節減についての話し合いのなか、当ＲＣのウィークリーがクラブ内の作成であること、その出来栄えのよ
さにお褒めを頂きました。会員増強については、他ＲＣの勧誘方法、入会3年未満の会員の退会阻止、チャー
ターメンバーへの対応、退会防止についても話し合いました。

懇談会は、出席者全員が多くの意見や考えを述べ合うことができ、ご助言から新たに知ることも多く、とて
も有意義な会でした。

例会では、ガバナーの「ロータリーの原理」に基づいたわかり易い卓話に、会員一同感銘をいたしました。

ガバナーと地区幹事の全クラブを訪問されるという意欲と熱意に感謝いたす次第です。
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ガバナー公式訪問報告

豊橋ゴールデン ロータリークラブ

名古屋空港ロータリークラブ

報告者

報告者

開催日

開催日

会長　白井 正樹

幹事　稲熊 正徳

2014 年 8 月 22 日 ㈮

2014 年 8 月 25 日 ㈪

8月22日( 金 )「ガバナー公式訪問例会」の日です。当日は例会前に懇談会を予定しており、会長、幹事、副
会長、会長エレクト、副幹事の5名でホテルロビーにて待機していた所、すでにガバナーは早くから到着され
ており私達も慌ててしまいました。例会前の一時間の懇談会では、会長より我クラブの今年度の方針について
の考えをお話し、近藤ガバナーからは地区の方針、要望事項など丁寧にお話頂きました。予定の一時間もあっ
という間に過ぎ、もう例会の時間です。例年ですとガバナー訪問例会には「歓迎の看板」を大きく掲げ SAAに
誘導されて華々しい拍手で入場となるのですが、今年度は普段の例会として徹底しました。例会ではガバナー
から地区方針「集まろう・語ろう・楽しもう」について詳しく説明され、ロータリーの歴史からガバナーの考え
方を熱く語って頂きました。

平成26年 9月25日に、近藤雄亮ガバナー、髙須洋志地区幹事をお迎えして、ガバナー公式訪問を行いました。
今までのガバナー訪問は、春日井RC、名古屋城北RCとの3クラブ合同での訪問でしたが、今回は単独のクラブ訪

問で、「看板、拍手の出迎え・退席はなし」でお願いしたいとのご意向で進められました。
11時 30分より会長幹事懇談会を開催いたしました。　最初に当クラブがPPを含む会員暦の古い人から新しい人

まで、スムーズな関係であることや、海外姉妹クラブが４クラブあり、お互い周年参加等で非常に活発に交流している
事で評価して頂きました。　
当クラブが本年度40周年を迎えるに当たってゆるきゃらの作成と近藤ガバナー出席依頼等の話、ホームページの

充実なども出て活発な意見交換ができました。
近藤ガバナーからは、昨年からスタートしたWFFや希望の風プロジェクトの協力要請があり、理事役員会で協力の

方向で話し合う約束をしました。
例会では卓話を頂戴しました。　まず当クラブの出席率が全国的に見ても非常に高く、雰囲気も和気藹々としている。

これは地区の方針「集まろう・語ろう・楽しもう」が実践されているとお褒
め言葉を頂きました。
海外姉妹クラブとの交流が活発で、アメリカで国際協議会があり、フィ

リピンマカティウエストのタマンガンガバナー補佐から名古屋空港RCとの
共同でマカティ市立大学の奨学基金の話が出たことが印象的との事でした。
また、ロータリーソングの歴史やロータリーの地域での貢献がメンバー・

地域双方に良い環境を作る事例なども紹介して頂きました。
全体的に国際交流を含めた当クラブの活動について理解して頂き、これ

を実践していく事が大切と実感できる内容でした。
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ガバナー公式訪問報告

豊川宝飯ロータリークラブ

東海ロータリークラブ

報告者

報告者

開催日

開催日

幹事　伊藤 正幸

幹事　竹内 雅浩

2014 年 8 月 26 日 ㈫

2014 年 8 月 27 日 ㈬

近藤雄亮ガバナー、髙須洋志地区幹事をお迎えしてガバナー公式訪問を開催しました。

例会前に会長幹事懇談会が開催され、ガバナーのお人柄もあり、終始和やかな雰囲気の中での懇談会とな
りました。

近藤ガバナーの例会での卓話は、WFF「ワールドフード＋ふれ愛フェスタ」開催についてのお話を中心に、
ゲイリー・ホアンRI 会長の方針と強調事項、ロータリー希望の風奨学金事業、ガバナー賞、ポリオ、青少年
奉仕事業など、分かりやすいお話の中に、ガバナーの強いメッセージをお伝え頂きました。大変充実した例会
になりましたことに感謝申し上げます。

８月２７日水曜日、国際ロータリー第２７６０地区、近藤雄亮ガバナー、髙須洋志地区幹事をお迎えし、ガ
バナー公式訪問を開催いたしました。

当日は例会前にお二人と当クラブの小嶋会長他４名との懇談会を開催し、当クラブの本年度の活動方針等の
説明と質疑、アドバイスをいただき、近藤ガバナー、髙須地区幹事と直接会話ができる有意義な時間となりました。

例会時においては近藤ガバナーのご自身の体験に基づいたお話や数々の有益なお話に、会員にとっては大き
な収穫となる卓話でありました。「感動を分かち合って欲しい」という近藤ガバナーのこのフレーズに重みを感
じ、まさに感動を得る貴重な例会となりました。

ありがとうございました。
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ガバナー公式訪問報告

田原ロータリークラブ

刈谷ロータリークラブ

報告者

報告者

開催日

開催日

会長　鈴木 進

幹事　伊藤 節夫

2014 年 8 月 28 日 ㈭

2014 年 9 月 1 日 ㈪

８月２８日に近藤雄亮ガバナー、髙須洋志地区幹事をお迎えしてガバナー公式訪問を開催しました。

例会に先立ち会長幹事懇談会が和やかに行われました。懇談会では当クラブで本年度新地区補助金プロジェ
クトとして「蔵王山登山道整備事業」の完成報告をすると共に、近藤ガバナーよりＷＦＦへの協力依頼のお話
をいただき､ 当クラブとしては例会対応でＷＦＦに参加することを報告いたしました。

例会のガバナースピーチでは、「ロータリー希望の風奨学金」のお話をされ、「ロータリーの友」に記載してあ
る現在までの報告を述べられ、風化しないようにさ
らなる具体的な協力依頼がありました。ガバナーの
お話では「小さな奉仕は大きなお世話、地域が必要
としているものを行うことが本当の奉仕である」「一
人ひとりのロータリアンが輝くことがロータリーが輝
くこと」とお話されガバナーのロータリアンとしての
熱意を感じられるとても有意義な例会でした。近藤
ガバナー、髙須地区幹事、この遠方の田原の地まで
お越し頂きましてありがとうございました。

9月1日、近藤雄亮ガバナー・髙須洋志地区幹事をお迎えしてガバナー公式訪問例会を開催しました。

例会開催前の会長幹事懇談会では、刈谷の現状報告と2014-15年度の活動方針を説明され、特に11月1
日～3日に栄のもちの木広場で開催されるＷＦＦ（ワールドフード＋ふれ愛フェスタ）への参加協力の依頼の
お話がありました。

例会では、地区方針の集まろう・語ろう・楽しもう、地区活動方針は行事への積極的参加、多様性の再認識、
奉仕の理想の実践、会員増強についてのご指導をいただきました。

例会を通して近藤ガバナーの温かく親しみのある人柄に触れ、大変充実した有意義な例会になり感謝申し上げます。
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名古屋守山ロータリークラブのもと９月３日通常例会にて近
藤ガバナー、髙須地区幹事を名古屋マリオットアソシアホ
テルにお迎えした。

本年度のゲイリーＣ.Ｋ .ホァン会長の経歴をお話ししなが
らテーマの『ロータリーに輝きを』の説明がありました。

本年度はＲＩ会長賞とガバナー賞に挑戦して頂きたい。そ
れを目指して全員で力を合わせて進めていく中で、人との
出会い良い事との出会いそして達成感がクラブ活動の起爆
剤になる事を説明して頂きました。

ガバナー方針『集まろう・語ろう・楽しもう』についてもお
話がありました。

ガバナー賞の３つの条件は１．クラブ単位でのロータリー
デーの実施、２．３％の会員増強、３．米山奨学金の寄付です。

１１月１日～３日開催ＷＦＦへの参加、東日本大震災で親を
亡くした大学生、短大生、専門学校生を卒業まで支援する、
「希望の風奨学金」への協力要請があった。

ガバナー公式訪問報告

岡崎南ロータリークラブ
報告者開催日 幹事　小野 正富2014 年 9 月 2 日 ㈫

平成26年 9月2日( 火 )岡崎ニューグランドホテルにて、ガバナー公式訪問例会を開催いたしました。

例会に先立ち、近藤ガバナー、髙須地区幹事をお迎えした懇談会では、地区活動・方針や改革に向けての
問題点などの説明を伺い、当クラブ会長からの本年度活動方針や事業計画等の発表に対して、ご指導や励まし
の言葉を頂きました。

例会卓話では、ガバナーの方針の「語ろう、集まろう、楽しもう」について、また、米国でのガバナー研修
を通しての本年度のＲＩ活動はもとより、ロータリーの歴史から現状の問題点、これからやるべき事等、分か
り易くお話を頂きました。そして、メイクアップに行く意識での訪問ということで、普段着の例会を行うことが
出来ました。堅苦しくなく、有意義なガバナー公式訪問に感謝申し上げます。

名古屋守山ロータリークラブ
報告者開催日 会長　木村 邦彦2014 年 9 月 3 日 ㈬
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ガバナー公式訪問報告

西尾一色ロータリークラブ

一宮北ロータリークラブ

報告者

報告者

開催日

開催日

幹事　小出 道治

幹事　吉田 哲夫

2014 年 9 月 4 日 ㈭

2014 年 9 月 5 日 ㈮

去る9月4日、近藤雄亮ガバナー、髙須洋志地区幹事をお迎えして、ガバナー公式訪問を開催致しました。

例会に先だって行った懇談会では、和気あいあいの雰囲気の中、当クラブの現状と“ロータリーデー ”につ
いての話をさせていただき、ガバナーよりご指導を受けました。

例会では、ガバナーより地区方針、ガバナーの思いをお話しいただきました。また、当日は入会希望者がゲ
ストとして参加していたので、ガバナーより強く勧誘していただき、1名増強できそうです。

また例会後には、出席者全員が参加して、“クラブ親睦 ”をテーマに討論させていただきました。ベテラン
会員からは「ガバナーと親しく懇談できてよかった」と感想をいただき、有意義なガバナー公式訪問となりま
した。

9月5日の例会日には、近藤雄亮ガバナーと髙須洋志地区幹事の御訪問を賜り、誠に有難うございました。

ガバナーは2つの大きなイヴェントに会員の積極的な参加を呼びかけられました。1つは11月1・2・3日に
実施されるロータリーデーと、もう1つは翌年2月の地区大会です。

特にロータリーデーでは、友人・知人・家族の方々をお誘いし、ロータリークラブの存在意識をより多くの人
に知っていただき、イメージの向上につなげたいと思っております。

ロータリー会員が行事に積極的に参加し、色々な人
達と知り合い、自己を研鑽し、それが社会への奉仕
につながるならば、とても素晴らしいことであり、そ
れがまさしくロータリーの神髄とも云えるのではな
いでしょうか。

ガバナーの卓話を拝聴し、改めてロータリーの原点
に気付いた次第であります。

御多忙の中、本当に有難うございました。厚く御礼
申し上げます。
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委員会報告

2014年 8月21日（木）

出席者

特別出席者	
	

講　師

開催目的

会議前半	 講演	

会議後半	
	

委員会よりお願い

名鉄グランドホテル	 （柏の間）	 14時～17時	

各クラブ研修委員長・情報委員長・並びクラブ内研修担当者

近藤雄亮ガバナー・江崎柳節カウンセラー・松前憲典研修リーダー	
加藤陽一ガバナーエレクト・宮田紀昭ガバナー補佐	
: 髙須洋志地区幹事・天野正明地区副幹事

2680地区	 深川純一パストガバナー

クラブで研修を行うための講演を聞き、ＲＬＩ方式のワークショップを体験していただく。

「ロータリーの目的」	 深川純一パストガバナー

2013年「ロータリーの綱領」の全面改訂のより「ロータリーの目的」に変わりました。	
「奉仕の理想」は「奉仕の理念」に改訳されたこと等詳しく解説をいただいた。

ＲＬＩ方式ワークショップ	
５グループに分かれて、テーマ「ＲＩ戦略計画」についてディスカッションを行いました。	
途中各テーブルを深川先生が回られて、出席委員長たちの疑問に答えていただきました。

・.各クラブで新会員オリエンテーションだけでなく、3年未・5年未満等の研修会を開
催して下さい。	
・委員会名を研修委員会にして下さい。

文責　山名敬一

地区研修委員会　委員長　成田 洋之
地区内クラブ研修・情報委員長会議報告
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委員会報告

東日本大震災プロジェクト委員会は今年で最終年度を迎えることとなり、地区のご配慮により初めて事業を行
うこととなりました。事業は仙台ＲＣ様のご協力を頂いて南三陸町「志津川中学校への時計塔の寄贈」と、名古
屋栄ＲＣ様のご協力による「公開例会」です。

８月２５日には気仙沼に行き公開例会で講師をして頂く菊池様家族と打ち合わせをしました。菊池様は津波で
家ごと流されましたが九死に一生を得た方です。きっと迫力のある話が聞けると思います。

８月２６日は陸路仙台市へ直行し、今回のパートナーで
もある仙台ＲＣの例会に出席し、それだけにとどまらず、
大変素晴らしい歓迎会を開いて頂き、ありがたい限りでし
た。

８月２７日には仙台ＲＣが用意して頂きましたバスにて
留学生も含めて総勢３０余名にて志津川中学校を訪れ、時
計塔の贈呈式を行いました。この事業は、震災で止まっ
てしまった中学校の外の大時計の復活を、ということで
始まり、２７６０地区補助金から７０万円、仙台ＲＣから
326,000円拠出頂き実施しました。雨が心配されましたが
降られることなく中学校生徒全員約250名の参加のもと無
事贈呈式が開催されました。

地区東日本大震災プロジェクト委員会　委員長　鈴木 元弘
行ってきました宮城県へ！

気仙沼復興横丁

贈呈式 贈呈式
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目録贈呈　　鈴木委員長、校長、藤崎仙台ＲＣ会長

時計塔

気仙沼市の現在

参加者記念写真

時計塔銘板

南三陸町の現在

委員会報告

11月17日には名古屋栄ＲＣ様のご協力により公開例会を開催いたします。講師には前述の気仙沼の菊池様と
震災後から2520地区の中で獅子奮迅の活躍をされた当時の地区復興支援特別委員会副委員長常盤様（仙台ＲＣ）
をお招きし、津波の生々しさと震災直後からロータリーは何をしたか・何が問題だったか。を話していただきます。
来るであろう「東南海沖地震」に備えるため、また東日本大震災の記憶を風化させないためにもご興味のある方
はぜひともご参加をお待ち申しております
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委員会報告

８月２９日（金）１２時３０分から名鉄グランドホテルにて地区内職業奉仕委員長会議を近藤雄亮ガバナー、
桐渕利次ガバナー補佐、髙須洋志地区幹事、梅村昌孝地区副幹事出席のもと地区内７１クラブの職業奉仕委員長
の参加を頂き開催致しました。

職業奉仕委員会作成のＤＶＤ「真の職業奉仕がロータリーを救うか」を放映後、近藤ガバナーのご挨拶のあと
早川和男地区職業奉仕委員長の挨拶及び講演で「各クラブの職業奉仕委員会活動について」という基調講演を
行い、昨年のアンケート結果などから各クラブの職業奉仕活動の在り方を会員重視の計画をしてほしいしいうこ
とそして村井委員から自書である「超入門　職業奉仕の入口」を使用した講演をしました。その後に行うグルー
プディスカッションの説明を行い「他の委員長の意見をお互いにしっかりと聴いて、本年度の職業奉仕委員会活
動に生かしてほしい」とお願いをしました。

会議の後半は参加者が９つのグループに分かれ、その中からリーダーを選び、各クラブの委員長の自己紹介、
「本年度の職業奉仕月間で行うプログラム」また「職業奉仕とは」などについてグループディスカッションを行い、
その後各グループの代表者からディスカッションの報告が述べられ、短い時間ではありましたが大変有意義な会
議になりました。

その後桐渕ガバナー補佐による講評をいただき、最後に梅村副幹事による閉会挨拶により１６時に終了しました。

資料として職業奉仕月間で活用していただけると思われる本２冊を各委員長に配布しました。職業奉仕月間に
ぜひとも活用していただき、各クラブ会員さんたちに対して意義ある職業奉仕月間にしていただきたいと思います。

地区職業奉仕委員会　委員長　早川 和男
地区内職業奉仕委員長会議
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委員会報告

地区青少年交換委員会　委員長　岡田 雅隆
地区青少年交換委員会主催『第１回オリエンテーション』

本年度の幕開けの事業として、私達の委員会が主催し、2014-2015年度第１回オリエンテーションを８月３０
日（土）、３１日（日）の２日間に渡りサンパーク犬山をメイン会場に開催致しました。

オリエンテーションの出席者は、本年８月２５日２６日を中心に来日してきた本年度の受入れ交換外国人留学
生８名。８月２日に実施した次年度の派遣選考試験に合格し、当地区からの次年度交換派遣候補生１０名、それ
と昨年の夏に留学し今年の７月８月に１年間の留学生活を終了し、立派に逞しく成長して帰ってきてくれた帰国
生９名、会のお手伝いに来てくれたROTEXの学生諸君もまじり、学生だけでも３０名を超し、これに近藤ガバナー、
加藤ガバナーエレクトもご参加頂き、地区役員、当委員会をメンバーを含めて５０名近くの参加者を集め開催致
しました。

オリエンテーションは、開会式では、近藤ガバナー、加藤ガバナーエレクトからご挨拶をいただき、その後、
受入れ外国人留学生には、１年間日本でクラスための地区内のルール説明やら、年間スケジュールなどの説明
を行い、次年度派遣候補生には１年後の留学に向けての必要書類等作成の指導を行い、機構聖は９月７日（日）
に開催される青少年サミットの会場で行う帰国報告会に向けての指導を中心に２日間に渡る第１回オリエンテー
ションを賑やかに終了しました。

初日の夜には、犬山ロータリークラブさんのご厚情により、地区青少年交換学生との交流例会を開催いただき、
学生たちも初めてのロータリー事業参加を楽しむことができました。

当委員会では、第１回を皮切りに年間１２回程のオリエンテーションを開催し、学生たちにできる限りの対応
をして行く予定でおります。

また、受入外国人留学生をホストして頂く、８ロータリークラブの皆様には、１年間特にお世話になりますが、
宜しくお願い申し上げます。
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委員会報告

9 月1日（月）にガバナー事務所内会議室において、2014‐15年度　地区被災高校生支援委員会の第１回委
員会が開催されました。

開会に先立ちまして、近藤雄亮ガバナーより、2760地区と2520地区の共同での事業ということで、本事業は
大変意味深いものであり、また被災された高校生達が3年間の学生生活を全う出来るようしっかりと頑張ってく
ださい。とご挨拶をいただきました。

続いて、千田　毅カウンセラーより、この事業の発案者として皆さんと力を合わせて最後まで頑張りましょう。
とお言葉をいただきました。

その後、田中正規カウンセラーから、今年4月に被災地区を訪れ、まだまだ大変な状況にある地区も多くみら
れ、私達がこの事業を最後までやりぬく必要性を強く感じた。とお言葉をいただきました。

そして、本多　満被災高校生支援委員会委員長より、昨年度の事業報告をいただき、続いて今年度の事業計
画を説明されました。

今年度は、桜花学園　インターアクトクラブの生徒達にご協力をいただき、被災地区の高校生のひとりひとり
に贈り物をお願いしました。

委員会が一丸となって、最後まで心の交流をしっかりとやっていきましょうと話されました。

委員会としては、今年度の2520地区との会議予定及び視察、そして我々委員会メンバーと2760地区の全て
のメンバーの想いが届くよう終始　熱い議論が交わされ、大変有意義な委員会となりました。

委員会終了後、会場を変えて懇親を深めるべくお集まりいただきました。

和やかな雰囲気での懇親会を予定しておりましたが、結局　委員会の皆様の熱い議論が懇親会の最後の時間
まで終わる事が無く、お店の店員さん方も圧倒されていた事も併せてご報告させていただきます。

地区　被災高校生支援委員会　委員　笹野 暢宏
2014-15 年度　地区被災高校生支援委員会　第１回委員会報告
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委員会報告

会員数 寄付金額 支払方法
入金日　

(１年度目）
入金金額

入金日　
(２年度目）

入金金額
入金日　

(３年度目）
入金金額

南
尾
張

半 田 65 264,888 A 1/23 264,888 - - - -

常 滑 44 180,000 A 2/13 180,000 - - - -

東 海 52 198,000 B 8/3 66,000 8/1 66,000 7/10 66,000 

東 知 多
23 180,000 A 12/7 108,000 - - - -

6/7 845,915 *

半 田 南 43 180,000 B 1/11 60,000 1/14 60,000 7/4 60,000 

知 多 22 90,000 B 2/20 30,000 3/3 30,000 

大 府 17 72,000 A 1/16 72,000 - - - -

計 266 1,164,888 1,626,803 156,000 126,000 

西
尾
張

一 宮 89 1,080,000 B 1/22 360,000 8/8 360,000 7/18 360,000 

津 島 72 1,080,000 A 1/28 1,080,000 - - - -

尾 西 21 216,000 A 1/23 216,000 - - - -

一 宮 北 39 432,000 A 1/9 432,000 - - - -

稲 沢 54 1,080,000 B 1/23 360,000 1/29 360,000 

あ ま 81 1,080,000 B 1/16 360,000 1/10 360,000 

名 古 屋 清 須 33 558,000 A 1/21 540,000 - - - -

尾 張 中 央 35 234,000 A 1/29 234,000 - - - -

一 宮 中 央 47 324,000 A 12/27 432,000 - - - -

計 471 6,084,000 4,014,000 1,080,000 360,000 

東
尾
張

瀬 戸 59 396,000 B 1/25 132,000 10/10 132,000 

犬 山 60 450,000 B 12/12 150,000 8/29 150,000 

江 南 50 100,000 B 11/21 100,000 9/25 100,000 

小 牧 36 234,000 B 1/31 78,000 2/28 78,000 

春 日 井 51 324,000 A 8/23 324,000 - - - -

尾 張 旭 30 198,000 A 12/14 198,000 - - - -

名 古 屋 空 港 55 360,000 B 12/5 120,000 8/6 120,000 8/6 120,000 

瀬 戸 北 69 468,000 B 10/5 156,000 8/28 156,000 

岩 倉 18 126,000 B 1/22 42,000 12/26 42,000 

名 古 屋 城 北
32 216,000 A 9/5 216,000 - - - -

5/7 563,730 *

愛 知 長 久 手 21 144,000 B 1/25 48,000 2/28 48,000 

計 481 3,016,000 2,127,730 826,000 120,000 

西
名
古
屋

名 古 屋 190 1,080,000 B 1/25 360,000 2/10 360,000 

名 古 屋 西 102 1,080,000 B 10/26 360,000 7/26 360,000 7/25 360,000 

名 古 屋 南 120 1,080,000 B 8/27 360,000 7/25 360,000 7/24 360,000 

名古 屋 み なと 71 1,224,000 B 1/23 408,000 2/18 408,000 

名 古 屋 東 南 81 1,080,000 B 9/28 360,000 7/30 360,000 7/24 360,000 

名 古 屋 中 133 1,080,000 B 1/29 852,000 2/18 228,000 

名 古 屋 瑞 穂 67 1,080,000 Ｃ 11/29 195,000 7/25 3/4 360,000 8/25　 180,000 

名 古 屋 大 須 60 1,080,000 B 10/5 360,000 9/30 360,000 

名 古 屋 栄 81 1,080,000 A 1/25 1,080,000 - - - -

名 古 屋 名 南 63 1,080,000 B 9/13 360,000 8/21 360,000 7/8 360,000 

名 古 屋 名 駅 88 1,080,000 B 12/20 360,000 10/4 360,000 

名古 屋 丸 の内 46 720,000 B 1/18 360,000 合
算

2/21 240,000 

中部名古屋みらい 28 360,000 B 8/29 120,000 

計 1,130 13,104,000 5,415,000 3,876,000 1,620,000 

小計 2,348 23,368,888 13,183,533 5,938,000 2,226,000

被災高校生支援委員会 ３年分入金確認 ８月 26 日時点
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委員会報告

会員数 寄付金額 支払方法
入金日　

(１年度目）
入金金額

入金日　
(２年度目）

入金金額
入金日　

(３年度目）
入金金額

東
名
古
屋

名 古 屋 北 86 720,000 B 2/5 480,000 8/21 240,000 

名 古 屋 東 87 1,080,000 B 1/22 360,000 12/13 360,000 

名 古 屋 守 山 53 540,000 B 8/22 180,000 7/25 180,000 7/17 180,000 

名 古 屋 和 合 99 1,080,000 C 1/23 180,000 8/9 3/6 360,000 7/15 180,000 

名 古 屋 名 東 58 486,000 B 11/28 162,000 11/28 162,000 

名 古 屋 名 北 38 540,000 A 12/6 540,000 - - - -

名 古 屋 千 種 42 360,000 B 11/29 120,000 10/16 120,000 

名 古 屋 昭 和 47 396,000 B 1/8 132,000 7/30 132,000 7/29 132,000 

名 古 屋 錦 31 252,000 C 1/17 42,000 8/5　2/5　 84,000 7/17 42,000 

名 古 屋 東 山 36 612,000 B 8/31 204,000 8/2 204,000 7/15 204,000 

名 古 屋 葵 25 198,000 B 9/27 66,000 8/8 66,000 7/17 66,000

計 602 6,264,000 2,466,000 1,908,000 804,000 

東
三
河

豊 橋 121 702,000 B 8/29 234,000 11/21 234,000 

蒲 郡 58 342,000 B 9/28 114,000 10/25 114,000 

豊 橋 北 85 486,000 A 1/18 486,000 - - - -

豊 川 70 396,000 C 1/24 66,000 7/26・2/27　 132,000 8/21 66,000 

田 原 45 270,000 A 9/13 270,000 - - - -

豊 橋 南 60 342,000 B 8/10・9/28　 114,000 7/31 114,000 7/30 114,000 

新 城 47 270,000 B 12/5 90,000 7/29 90,000 7/31 90,000 

渥 美 32 180,000 B 12/18 60,000 12/6 60,000 7/10 60,000 

奥 三 河 15 72,000 A 1/25 72,000 - - - -

豊 川 宝 飯 56 324,000 B 1/25 108,000 2/26 108,000 

豊 橋 ｺ ﾞ ｰ ﾙ ﾃ ﾞ ﾝ 64 378,000 B 9/28 126,000 7/24 126,000 7/28 126,000 

田 原 ﾊ ﾟ ｼ ﾌ ｨ ｯ ｸ 57 324,000 B 1/30 108,000 2/26 108,000 

豊 橋 東 41 234,000 A 1/7 234,000 - - - -

計 751 4,320,000 2,082,000 1,086,000 456,000 

西
三
河
中

岡 崎 96 612,000 B 1/31 204,000 7/25 204,000 

豊 田 82 558,000 A 8/24 558,000 - - - -

岡 崎 南 95 630,000 B 10/2 210,000 7/29 210,000 7/9 210,000 

豊 田 西 98 648,000 B 1/31 216,000 2/25 216,000 

岡 崎 東 61 414,000 A 1/18 414,000 - - - -

豊 田 東 76 522,000 B 10/19 174,000 7/26 174,000 7/30 174,000 

岡 崎 城 南 72 486,000 B 12/11 162,000 1/24 162,000 8/11 162,000 

豊 田 三 好 20 144,000 B 10/16 48,000 10/8 48,000 7/18 48,000 

豊 田 中 44 306,000 B 10/9 102,000 8/9 102,000 7/9 102,000 

計 644 4,320,000 2,088,000 1,116,000 696,000 

西
三
河

刈 谷 89 522,000 A 1/18 522,000 - - - -

安 城 56 342,000 A 11/26 342,000 - - - -

西 尾 76 468,000 A 1/18 468,000 - - - -

碧 南 71 432,000 A 1/31 432,000 - - - -

西 尾 一 色 32 180,000 B 11/29 60,000 8/6 60,000 7/25 60,000 

高 浜 33 180,000 A 9/14 180,000 - - - -

知 立 61 378,000 A 8/31 378,000 - - - -

西 尾 KIRARA 59 360,000 A 1/21 360,000 - - - -

三 河 安 城 61 396,000 A 1/31 396,000 - - - -

計 538 3,258,000 3,138,000 60,000 60,000 

小計 2,535 18,162,000 9,774,000 4,170,000 2,016,000 

合計 4,883 41,530,888 22,957,533 10,108,000 4,242,000 

被災高校生支援委員会 ３年分入金確認 ８月 26 日時点



─  22  ─

委員会報告

Ⅰ　収入の部

1 寄付金収入

募金入金　平成 26 年 8 月 26 日現在 37,307,533

ガバナー事務所よりＨ２６．５．２７ 97,000

２．受取利息 3,886

　

合計 37,408,419

Ⅱ　支出の部

1 支援金支出

① 二戸ＲＣ　平成２５年３月１１日送金 6,300,000

② 二戸ＲＣ　平成２５年３月２１日送金 2,380,000

③ 二戸ＲＣ　平成２５年８月２０日送金 6,120,000

④ 二戸ＲＣ　平成２６年２月２８日送金 6,120,000

⑤ 二戸ＲＣ　平成２６年８月２６日送金 6,120,000

２　活動資金支出

① 訪問時活動資金提供（平成２５年４月） 400,000

② カレンダー（平成２５年１２月） 111,720

③ ポスター平成２６年６月振込手数料含む 43,200

　④ 訪問時活動資金費（平成２６年４月） 113,831

　④ 訪問時活動資金費（平成２６年６月） 69,720

3　消耗品費

① 用品費　平成２５年３月２５日 31,449

② 用品費　平成２５年３月２６日 6,600

③ 用品費　平成２５年１１月１８日 24,401

④ 用品費　平成２６年２月２８日 36,886

⑤ 用品費　平成２６年６月１８日 7,270

４　振込手数料

① 送金振込手数料 3,780

② 返金振込手数料 525

③ 返金振込手数料 864

合計 27,890,246

差引　残高 9,518,173

被災高校生支援委員会 収支
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委員会報告

ガバナーを始め特別出席者、７９ＲＣの会長・幹事・青少年奉仕委員長、地区関連委員の皆様、そしてＩＡＣ・ＲＡＣ・
ＲＹＬＡ学友会・青少年交換のロータリーファミリーの皆様には、ご家族を含め３３０名強のご参加を頂き誠にありが
とうございました。
青少年奉仕の４つのＲＩプログラムが、この地区でどのように実践されているのか？直接関わる事の少ない皆様方

にもご理解頂き、今後の青少年奉仕活動の参考にして頂ければと考え、地区内広報活動の一環として開催致しました。
近藤ガバナーのご挨拶の後、青少年奉仕関連の４委員会委員長とロータリーファミリーから活動報告をさせて頂きまし
た。

1.	 インターアクトクラブ「第２５回年次大会　テーマ：夢を咲かそう」ホスト校・光ケ丘女子高校
・谷口先生・石川会長よりお礼と報告　アクター同士の交流を深める為終日テーマ別グループで行動、活動内容の
　相互理解と啓発を狙い１５ＩＡＣの活動発表会＋講演会「私が選んだ国際協力の道」～世界を知って広がる自分の
　可能性～林曜子さん（光ケ丘女子高校出身）
「第２７回海外派遣研修」桜花学園高校・河合先生、岡崎城西高校・中川代表より事前研修、壮行会と研修地パース
でのホストファミリー･学校・ＲＣでの交流内容を報告（ＤＶＤ上映）	
海外派遣研修参加者の国際理解促進とオーストラリアとの国際親善に寄与

2.	ローターアクトクラブ　坂上地区ＲＡ代表より地区ＲＡ概要・方針・テーマ「価値ある存在へ」・
各ＲＡＣと地区活動実績、ＲＡＣの方向性（国内での更なる連携強化・活動の国際化）を発表　
豊橋ＲＡＣ笠間さん「ＡＰＲＲＣ（アジア太平洋地域ＲＡ大会）香港」参加報告＜２０１６京都開催が決定＞

3.	ＲＹＬＡ　第２３回ＲＹＬＡセミナー　テーマ「思いやりの心を育もう」日野実行委員長・ホスト一宮ＲＣよりＰＲ	
（受講生募集・ロータリーファミリーへ参加のお願い）２０１５／３．２１･２２ 美浜少年自然の家
国際ＲＹＬＡ派遣・勅使川原さんよりシドニーでの研修体験報告＜２０１５サンパウロ開催・派遣生募集のお願い＞

4.	青少年交換　帰国生（奥村・成田・畔柳・高瀬・松尾・渡辺・林・岩田・安藤）９名から
派遣先国でのホームステイ・学校・ＲＣ・地域との関わりを報告、一人ひとりの成長度合いが会場
全体に伝わり　絶賛！　
以上４委員会の事業成果と努力を繋ぐいろいろな試みが今後も考えられると思います。
更に今年度は第２回ＷＦＦ「地区ロータリーデー」で、ロータリアンと青少年ファミリーが共同で「ロータリーの	

公共イメージと認知度向上」に向けた実践活動を企画しております。
皆様方の一層のご協力をお願い致します。最終的には彼らが将来ロータリーの良き理解者となり、願わくば優秀な

ロータリアンとなってくれることを望むものであります。　　
青少年に対し熱い思いのある皆様方と貴重な時間と空間を共有できたことを幸いに思います。ご参加頂いた皆様方

に心より感謝申上げます。

地区青少年奉仕委員会　委員長　秋田 敬治
2014-2015 年度　地区青少年サミット（地区内クラブ青少年奉仕委員長・拡大会議）報告
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ロータ
リーデー

３日間に渡り、メインステージとサブステージ、さらには噴水広場のサテライトステージを利用してさ
まざまな国の歌や踊りなどを紹介し、来場者の皆さんに楽しんでもらいます。

１１月３日はジャパンロータリーデーとして午後３時半～４時半までメインステージでフィナーレセレモ
ニーを行います。２７６０地区を代表するコーラスグループ『コールロータリー』と愛知県を代表する
アイドルグループ『OS ☆ U』という究極のコラボでイベントのテーマソング『ひとつ空の下』を歌い、
北RI理事はじめ日本のシニアリーダーの皆さん、および他地区からのガバナーたちと一緒に華やかにフィ
ナーレを飾ります。

皆さんもぜひご参加ください。

11⽉月1⽇日（⼟土） 11⽉月2⽇日（⽇日） 11⽉月3⽇日（⽉月・振）
7:00 7:00 7:00 7:00 7:00 7:00

8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00

9:00 9:00 9:00 9:00 9:00 9:00

（大治太鼓準備）

10:00 10：00-10：30 ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ 10:00 10:00 10:00 10:00 10:00

大治太鼓（大治） 10：15-10：45

10：30-10：45　準備 10：30-11：00 転輪太鼓（春日井）

10：45-11：15 吉五郎太鼓（小牧）

11:00 ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｾﾚﾓﾆｰ（開会式） 11:00 11:00 11：00-11：30 11:00 11:00 11：00-11：30 11:00 11：00-11：30

11：15-11：30入れ替え OS☆Uｵﾝｽﾃｰｼﾞ 11：15-11：45 ﾍﾟﾙー音楽 エケコス ﾍﾟﾙー音楽 エケコス

11：30-12：00 11：30-12：00 ﾍﾟﾙー音楽 エケコス

愛知県警音楽隊 OS☆Uｵﾝｽﾃｰｼﾞ 11:40-12:10 11：45-12：15

12:00 12:00 12:00 半田ジュニアブラスバンドA 12:00 12：00-12：30 12:00 12：00-12：30 12:00 徳川宗春 ロマン隊

12：15-12：45 12：15-12：45 名芸大 音楽学部 インドネシア舞踊 ＹＭＳ

OS☆Uｵﾝｽﾃｰｼﾞ ｱﾌﾘｶﾝﾐｭｰｼﾞｯｸ ADEC 12：30-13：00 12：30-13：00

ｽﾁｰﾙﾊﾟﾝﾊﾞﾝﾄﾞ pansonido 半田ジュニアブラスバンドB

13:00 13：00-13：30 13:00 13：00-13：45 13:00 13:00 13：00-13：30　　（名古屋市） 13:00 13：00-13：30 13:00

ブラジル サンバ 名古屋市消防音楽隊 13：15-13：45 オレンジリボン たすきリレー 桜花学園ミュージックベル

徳川宗春 ロマン隊 　・OS☆U 13：30－14：00

13：45-14：15 13：45-14：15 　　ミニライブ＆トーク OS☆Uﾐﾆｺﾝｻｰﾄ

14:00 名芸大 音楽学部 14:00 あいち戦国姫隊 14:00 14：00-14：15 14:00 14：00-14：30 14:00 14：00-14：30 14:00

名ﾌｨﾙ 金管五重奏団 たすきリレーゴールセレモニー OS☆Uﾐﾆｺﾝｻｰﾄ

14：30-15：00 14：30-15：00 14：30-15：00

トランペット 西崎佳代子 韓国ポップソング　パク・ソンソン 14：45-15：15 ｽﾁｰﾙﾊﾟﾝﾊﾞﾝﾄﾞ pansonido

15:00 15:00 15:00 ﾍﾟﾙー音楽 エケコス 15:00 15：00-15：30 15:00 15：00－15：30 15:00

15：15－15：45 15：15－15：45 ブラジル サンバ あいち戦国姫隊

ﾍﾟﾙー音楽 エケコス 桜花学園ミュージックベル 15：30-16：00

フィナーレステージ（OS☆U)

16:00 16：00－16：30 16:00 16：00－16：30 16:00 OS☆U＆コールロータリー 16:00 16：00-16：30 16:00 16：00-16：30 16:00

OS☆Uｵﾝｽﾃｰｼﾞ OS☆Uｵﾝｽﾃｰｼﾞ 16：00-16：30 トランペット 西崎佳代子 ｱﾌﾘｶﾝﾐｭｰｼﾞｯｸ ADEC

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ･ﾌｨﾅｰﾚ（閉会式）

17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00

18:00 18:00 18:00 18:00 18:00 18:00

ワールドフード+ふれ愛フェスタ2014 　ステージタイムライン  （2014/8/22）

メインステージ（もちのき広場） サブステージ（テレビ塔下）

11⽉月1⽇日（⼟土） 11⽉月2⽇日（⽇日） 11⽉月3⽇日（⽉月・振）

地区社会奉仕委員会　委員長　鈴村與左衛門

ＷＦＦスケジュールについて
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地区ロータリー財団委員会は、ポリオ撲滅の為の PR ブースの担当と、世界各国にちなんだ物品販売お
よび PR ブースの担当をさせて頂きます。

◎ポリオ撲滅の為の PR ブース担当

日本では比較的ポリオ撲滅に関心が薄い傾向にありますので、WFF のイベントは広く一般の方々に PR
をして関心を深めて頂くには絶好のチャンスです。昨年同様、多くの方々にポリオブースに立ち寄って
頂き、ポリオ撲滅まで「あと少し」のポーズで記念写真を撮影し、END POLIO NOW ボードにその写真
を貼りつけます。記念写真に納まった方々のみならず、記念写真が END POLIO NOW ボードいっぱい貼
られたその様は、まさに PR 効果絶大です。あわせて、ポリオ撲滅の為の寄付を募ります (Fundraising)。

第2回ワールドフード＋ふれ愛フェスタ　ロータリー財団ポリオ・プラスブースPR

ロータリー財団ポリオ・プラスブース PR 担当・物販ブース部会 担当
地区ロータリー財団委員会　委員長　鈴木 文勝

◀ポリオ撲滅ＰＲパネル

We are This Close to  
Ending Polio!!
みんなでポーズ！！

▶
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◎物販ブース担当

　8 月末時点での物販出店者は 40 ブースとなっています。追加変更はあるかも知れませんが最新の出
店者リストは下記のとおりです。前回の物販出店者は 27 ブースでしたので、出展が大変多くなりました。
ヨーロッパ、南米、北米、アフリカ、中近東、アジア、そしてカナダ領事館とペルー領事館も PR 出店に
参加して頂き大変多彩になりました。物販ブースコーナーに是非お立ち寄り下さい。

国名 ブース数 出店ブース名 内容

アイルランド 1 アイルランドハウス　ヒーロー アイルランドの雑貨・食品
フィンランド 1 ロバーツコーヒー ロバーツコーヒー＆北欧雑貨
ベルギー 1 ベルギービール Japan ベルギー・ビール
ブルガリア 1 食べるバラの専門店・玖島ローズ ブルガリアのバラ雑貨
オランダ 1 「ヴィンセント・ヴァンゴッホ・ウォッカ」のお店 オランダのウォッカ
ポーランド 1 在日ポーランド商工会議所（PCCIJ) ポーランドのビール＆お菓子
イタリア 2 ㈱コモ 「ITALIAN TASTE & LONG LIFE」 イタリアの酵素を使ったロングライフパン
エクアドル 1 インバヤ 中南米の民芸品・アクセサリー
ペルー 1 アンデス民芸品・雑貨 EKEKOS アンデスの民芸品・雑貨・CD
カナダ 1 カナディアンスピリッツ カナダ雑貨、メイプルシロップ・クッキー
ブラジル 1 鈴鹿ストーン 天然石、ブレスレット
アメリカ 1 ディズニーショップ　ウィズマウス ディズニーキャラクター雑貨
タンザニア 1 TINGATINGA ART tenatena タンザニアの民族アート、雑貨
ベトナム 1 CREA FORTUNE ベトナム雑貨など
タイ・ネパール 2 ワールドバザール ネパール手工芸品、タイ少数民族雑貨
ネパール 1 D&T Nepal アジアの手作り物品、マフラー、ショール
中国 1 黄河　（中国物産） 中国の特産品
インドネシア 1 RUMAH INDONESIA アチェ刺繍バッグ、コピルワックコーヒー
韓国 1 韓国アクセサリー 韓国製ハンドメイドアクセサリー
マレーシア 1 ボルネオ　マート マレーシア・ボルネオ島の手工芸品・雑貨
バングラデシュ 1 バングラデシュ物産店 ベンガル地方の民族衣類や装飾品
カンボジア 1 アンコール・ショップ アンコールの手工芸品、アクセサリー
フィリピン 1 ASIA YAOSHO フィＲピン産各種食品、飲料
フィリピン 1 ＲＩ３７８０地区と中部フィリピン協会 フィリピン物産観光のプロモーション
日本 1 株式会社　ヤマト（フットマッサージ） 小型マッサージャーの実演販売
日本 1 常滑市特産品展 陶器、特産品（えびせんべい、和菓子、のり）
日本 2 名古屋ろう国際センター 手話コーナー
日本 1 東北産直プラザみちのく屋 東北の特産品
その他 3 動物ふれあいコーナー 小動物コーナー、似顔絵
その他 2 コミュニケーション　ラボ 英会話ほか言語教室
その他 1 ロータリー財団委員会 ポリオ撲滅キャンペーン
その他 1 カナダ領事館 カナダのプロモーション
その他 1 ペルー領事館 ペルーのプロモーション
その他 1 アニマルメーク（名古屋モード学園） アニマルメーク

合計 40

ローターアクト物販ブース エクアドル物販ブース
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ロータリーコーディネーター
ニュース

-８ 月号 -

ＲＩ第１ゾーン　ロータリー公共イメージコーディネーター　渡辺 敏彦

『ロータリー公共イメージの推進』

２０１４年９月２日・３日の２日間に渡り、ＧＥＴＳ（ガバナーエレクト
研修セミナー）が東京で開催されました。１月の国際協議会に備えての事前
研修第１弾ということで、ガバナーエレクトの方々は３４名、大変有意義で
楽しい（？）丸２日間を過ごされた訳であります。その中の２つのセッショ
ンで、「公共イメージの向上、推進」が取り上げられています。その内容をか
いつまんでご紹介したいと思います。

「ロータリーは意義ある活動を行っているにも関わらず、それが社会に認識
されていない！！」という事実から、ロータリーの公共イメージを改善する
為に「ロータリー活性化」の取組が始まっています。それは、「リーダーのネッ
トワークへ。アイデアを広げよう。行動しよう。」というロータリーの特徴を
簡潔に表現したロータリーのエッセンス。これを土台に、ロータリーを分か

りやすく、しかも魅力的にアピールしようとする取り組みであります。

１つ目の大きな柱は、ブランド戦略であります。まずロータリーのロゴが変更されています。２０１４
年１月の国際協議会後に新しく登場したブランドリソースセンターには、ロゴに加えビジュアルアイデン
ティティのガイドライン、写真・動画等様々な資料や素材が用意されていますので、それを活用し、ブラン
ド戦略を推進頂きたいということです。

２つ目は、「ボイス」の活用であります。それは、ロータリーのボイスの特性である４つの事柄（賢明さ、
思いやり、粘り強さ、行動を促す力）を意識して、対外的にはロータリー用語を避けて、出来るだけ簡潔な
分かり易い言葉で、語りかけるように、相手に魅力的に聞こえる表現にすることであります。

上記の「ロータリー活性化の取り組み」を推進するため、ロータリー「戦略的優先項目と目標」があり、
その実行部隊としてゾーン毎に地域コーディネーターチームが任命されています。

・クラブのサポートを強化⇒ロータリーコーディネーター（ＲＣ）

・人道的奉仕の重点化を増加⇒ロータリー財団地域コーディネーター（ＲＲＦＣ）

・公共イメージと認知度の向上⇒ロータリー公共イメージコーディネーター（ＲＰＩＣ）

「ロータリーの公共イメージ」を向上させるため、ＲＰＩＣの役割は大きく２つに分けられます。一つは、
各ゾーン毎に地区、クラブ、ロータリアンに対して適宜・適切な情報を伝達することです。「ＰＥＴＳ」「地
区研修協議会」等がありますので、要請があればそれぞれの場に赴き、「公共イメージの向上」に向けた情
報提供を積極的に行わせて頂きます。

もう一つは、地区又はクラブの外部（地域社会）に向けた広報活動を効率的、効果的に行う為に必要な情報、
方法論を提供することだと認識しております。

地域コーディネーターチームのうち、ＲＰＩＣを下記にご紹介させて頂きます。
第１ゾーン　２００７-０８　ＲＩＤ２５６０　ＰＤＧ　渡辺敏彦（新潟南）
第 2ゾーン　２０１２-１３　ＲＩＤ２６２０　ＰＤＧ　高野孫左ヱ門（甲府）
第 3ゾーン　２０１１-１２　ＲＩＤ２７４０　ＰＤＧ　岩永信昭（長崎北東）

10
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文庫通信 -324-

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。
閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献･資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。
また、一部資料はホームページでＰＤＦもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。

＜ ロータリー文庫 ＞
〒105-0011 東京都港区芝公園2丁目6番15号 黒龍芝公園ビル3F　

TEL：03-3433-6456　FAX：03-3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp/
開館＝午前10時〜午後5時　　休館＝土・日・祝祭日

◎◎ 「８０歳エベレスト登頂～希望の奇跡」　三浦雄一郎　2014　8p　（第 42回ロータリー研究会報告書）

◎◎ 「世界遺産としての富士山」　井上輝夫　2014　3p　（米山梅吉記念館館報）                     　　

◎◎ 「違うことはいいことだ」　大宅映子　2014　4p　（D.2580 地区大会の記録） 

◎◎ 「ピンチをチャンスに！」　東国原英夫　2014　11p　（D.2790 地区大会記録誌）

◎◎ 「グローバル時代の企業経営」　張 富士夫　2014　4p　（D.2760 地区大会記録誌））

◎◎ 「『お金の世界』から『いのちの世界へ』」　菅野典雄　2014　16p　（D.2510 地区大会記録誌）          

◎◎ 「『顔が赤くなる人は酒を飲むな』って ･･･ ！？」　岡村 健　2014　5p　（福岡南 RC月報）

◎◎ 「人間はいつ歳をとるのか」　牧田静二　1998　2p　（月曜短信）

◎◎ 「天皇・皇后両陛下にお仕えして」  羽毛田信吾　2014　4p　（D.2600下伊那グループIM＆会員セミナー報告書）

［上記申込先：ロータリー文庫］

■地区大会講演 他

●  2014-2015年度  ガバナー月信   個人配信  登録方法  ●

第 2760 地区ホームページより、随時受付中！
＜ホームページアドレス＞  http://www.rotary2760.org/
① 第 2760 地区のホームページを開き、上部メニューのガバナー情報→ガバナー月信をク

リックします。
② メルマガ登録という部分に、自分のメールアドレスを 2 回入力して、登録ボタンをクリッ

クすれば登録完了となります。登録された方には、月初めに月信 PDF のリンクが記載さ
れたメールが送信されます。メール内の URL をクリックするだけで月信 PDF がダウン
ロードされ、閲覧していただけます。

前年度登録されていた方は、再登録の必要はありません
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クラブ名

会員数 会員数 会員数 当月
女性

入会 退会 例
会
数

8 月

出席率
2014 年 
7 月１日

2014 年 
7/1 女性

2014 年 
8 月末日 8 月 累計 8 月 累計

東
名
古
屋
分
区

名古屋北 91 0 91 0 0 1 1 1 4 98.95%
名古屋東 87 0 89 0 1 2 0 0 3 89.16%
名古屋守山 39 3 40 3 0 1 0 0 3 93.74%
名古屋和合 104 0 104 0 0 0 0 0 3 79.76%
名古屋名東 59 7 62 7 2 3 0 0 3 92.79%
名古屋名北 38 5 38 5 0 0 0 0 3 96.16%
名古屋千種 41 3 41 3 0 0 0 0 3 94.74%
名古屋昭和 51 2 52 2 0 1 0 0 3 97.78%
名古屋錦 29 9 29 9 0 0 0 0 3 88.36%
名古屋東山 31 4 34 6 0 3 0 0 3 97.03%
名古屋葵 19 0 20 0 0 1 0 0 3 76.67%
名古屋アイリス 33 12 34 12 0 1 0 0 3 86.87%
12RC 622 45 634 47 3 13 1 1 91.38%

東
三
河
分
区

豊橋 116 3 117 3 1 2 0 1 3 92.96%
蒲郡 56 0 56 0 0 0 0 0 4 90.60%
豊橋北 73 4 73 4 0 0 0 0 3 96.28%
豊川 71 1 70 1 0 0 1 1 3 94.32%
田原 43 1 43 1 0 0 0 0 4 87.20%
豊橋南 56 0 57 0 1 1 0 0 3 97.96%
新城 43 2 43 2 0 0 0 0 4 73.06%
渥美 33 0 34 0 0 1 0 0 3 87.09%
奥三河 15 3 15 3 0 0 0 0 3 88.10%
豊川宝飯 54 2 56 2 1 2 0 0 3 89.49%
豊橋ゴールデン 64 2 65 2 0 1 0 0 4 96.62%
田原パシフィック 48 1 50 1 0 2 0 0 4 86.89%
豊橋東 42 0 42 0 0 0 0 0 3 95.12%
13RC 714 19 721 19 3 9 1 2 90.44%

西
三
河
中
分
区

岡崎 77 3 84 3 1 7 0 0 3 100.00%
豊田 93 0 93 0 0 0 0 0 3 100.00%
岡崎南 95 2 94 2 0 1 1 2 3 98.54%
豊田西 95 1 94 0 2 2 0 3 3 100.00%
岡崎東 57 1 60 1 1 3 0 0 3 98.84%
豊田東 77 0 77 0 0 0 0 0 3 95.81%
岡崎城南 74 0 74 0 0 0 0 0 3 93.79%
豊田三好 19 0 19 0 0 0 0 0 3 95.54%
豊田中 40 6 42 6 1 2 0 0 4 100.00%

9RC 627 13 637 12 5 15 1 5 98.06%

西
三
河
分
区

刈谷 94 4 94 4 2 2 1 2 3 100.00%
安城 61 4 62 4 0 1 0 0 3 90.05%
西尾 77 1 77 1 0 0 0 0 3 90.55%
碧南 68 3 69 3 1 2 0 1 3 100.00%
西尾一色 25 0 26 0 0 1 0 0 3 93.06%
高浜 33 2 33 2 0 0 0 0 3 100.00%
知立 61 0 60 0 0 0 0 1 3 100.00%
西尾ＫＩＲＡＲＡ 58 0 58 0 0 0 0 0 4 92.00%
三河安城 64 6 64 6 0 0 0 0 3 97.92%

9RC 541 20 543 20 3 6 1 4 95.95%

クラブ名

会員数 会員数 会員数 当月
女性

入会 退会 例
会
数

8 月

出席率2014 年 
7 月１日

2014 年 
7/1 女性

2014 年 
8 月末日 8 月 累計 8 月 累計

南
尾
張
分
区

半田 62 4 65 4 1 3 0 0 3 100.00%
常滑 39 0 39 0 0 0 0 0 4 97.89%
東海 53 2 57 3 0 4 0 0 3 97.02%
東知多 19 1 21 1 0 2 0 0 3 85.71%
半田南 38 1 36 1 0 0 2 2 3 92.74%
知多 27 3 28 3 0 1 0 0 4 86.75%
大府 16 0 16 0 0 0 0 0 3 81.59%

7RC 254 11 262 12 1 10 2 2 91.67%

西
尾
張
分
区

一宮 89 1 91 1 1 2 0 0 3 97.89%
津島 63 4 67 4 1 4 0 0 4 98.43%
尾西 20 1 20 1 0 0 0 0 3 95.00%
一宮北 38 2 38 2 0 0 0 0 4 93.40%
稲沢 55 1 55 1 0 0 0 0 3 90.73%
あま 79 2 79 2 0 0 0 0 3 100.00%
名古屋清須 28 1 30 1 2 2 0 0 3 94.05%
尾張中央 30 0 31 0 0 1 0 0 3 92.48%
一宮中央 42 6 42 6 0 0 0 0 3 92.06%

9RC 444 18 453 18 4 9 0 0 94.89%

東
尾
張
分
区

瀬戸 64 6 63 6 0 0 0 1 3 96.76%
犬山 59 0 61 0 0 2 0 0 3 100.00%
江南 49 0 49 0 0 0 0 0 3 96.99%
小牧 30 2 30 2 0 0 0 0 3 88.25%
春日井 56 2 57 2 1 1 0 0 4 98.23%
尾張旭 25 1 25 1 0 0 0 0 4 97.00%
名古屋空港 54 1 55 1 0 1 0 0 3 99.36%
瀬戸北 66 7 66 7 0 0 0 0 3 100.00%
岩倉 15 1 15 1 0 0 0 0 3 91.11%
名古屋城北 31 5 31 5 0 1 1 1 3 95.32%
愛知長久手 20 5 20 5 0 0 0 0 3 93.33%
愛知ﾛｰﾀﾘｰＥクラブ 22 7 23 7 0 1 0 0 3 100.00%

12RC 491 37 495 37 1 6 1 2 96.36%

西
名
古
屋
分
区

名古屋 182 0 189 0 2 8 0 1 3 87.88%
名古屋西 96 0 102 0 0 6 0 0 3 87.73%
名古屋南 119 0 122 0 2 3 0 0 3 93.83%
名古屋みなと 71 0 71 0 0 0 0 0 4 100.00%
名古屋東南 77 5 82 5 1 5 0 0 3 91.48%
名古屋中 130 0 130 0 0 0 0 0 3 96.57%
名古屋瑞穂 63 0 63 0 0 0 0 0 3 93.77%
名古屋大須 57 5 59 5 0 2 0 0 4 93.51%
名古屋栄 82 0 83 0 0 1 0 0 4 93.19%
名古屋名南 54 8 54 8 0 0 0 0 3 91.22%
名古屋名駅 80 6 85 6 1 5 0 0 3 98.76%
名古屋丸の内 44 7 47 8 0 3 0 0 3 95.31%
中部名古屋みらい 22 7 22 7 0 0 0 0 3 54.55%

13RC 1,077 38 1,109 39 6 33 0 1 90.60%

地区内クラブ数　84 ＲＣ

2014 年 7 月１日会員数 4,770 名 内女性 201 名 増加会員数（累計） 101 名

2014 年 8 月末会員数 4,854 名 内女性 204 名 減少会員数（累計） 17 名

当月平均出席率 93.67%	 差引純増会員数（累計） 84 名

クラブ 平均

平均出席率 84 93.67%

8 月
入 会 退 会 純 増

26 名 7 名 19 名

会員数及び出席報告（平成 26 年 8 月末）


